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投稿規定

1）投稿者の資格 投稿は本学会の会１１に限る。但し、筆畝著者以外には非会11を含むことができる。

また、編集委員会が依頼する場合は会ＬＬ非会員をllIjわない。

区分は、原料諭文、総説、研究報告、評論、資料、１１；評または図１０F紹介、会員か

らの手紙、その他とする。

①原著験文：独創的な学術研究および独創的な教育実践について、理證的にまと

めたもの。刷り上がり12F〔以内（Ａ４．４０字40行で約１３枚、図・表・写真．英文

要約を含む)。

②繕説：一定の研究分野について系統的に概観し、課題の整理や評価．展望

をおこなっているもの。ＩｌｌＩり上がり12面以内。

③研究報告：実践の記録や事例、既に発表された論文等に関連する調査．研究を

まとめたもの。lIiII)上がり10頁以内。

④評論：啓発、識説的な内容で掲峨に値するもの。刷り上がI〕８頁以内。

⑤資料：環境教育に110逆する情報。刷I)上がり８頁以内。

⑥書評・図轡紹介：環境教育に'111連した脊誌の紹介や批評。刷I)上がり１頁以内。

⑦会員からの手紙：機関鑓の記Ｖ１Ｉについての感想、学会への要望、身辺のニュー

ス、会、へのアナウンスなどで、Ｍ１り上がり１頁以内。

⑧特集：時宜に叶ったテーマを依軌原稿等として複数染めたもので、編集委

貝会で企画するｃ

⑨その他：以上の区分に該当しないが、学会の活助に関係あるもの。

投稿は全て未発表のものとする。投稿1ｌｘ縞の採否は綱集委jAl会が決定する。原若

造文・総説・研究報併は裡放の在読者による在読と細集委、会の群査をへて、掛

峨が決定（受理）される。

①使川言語は、日本語または英識とする。

②原粁鎧文・総説・研究fI階には表題．著者端．所楓．英文表題．英文粁者名．

英文所属・英文要約（3001Mi以内・研究報告では省略できる）．英文のキーワード

（５語以内、アルファベット順）をつける。

③原拙はすべてＡ４判で横i1$きとする。ｌi(則として、パソコン．ワードプロセッサ

ーで作成し、１頁は40字40行とする。

④文体は￣である．１１Mとし、原則として当用漢字、新仮名づかいを用いる。英数

２）投稿の区分

3）審 査

4）原稿の書き方
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字（アラビア数字）は半角文字を)llいる。

⑤学術用語は文部科学満の学術用謡集を参考とする。生物の学名はイタリックと

する。

⑥本文中での文献の引H1はり1用箇所に（著者名発表年）を記入する。また、「ij1」

を用いる場合は、その箇所の右肩に１）のように通し番号を記し、本文の蛾後に

まとめて記載する。

⑦引用文献の配列順序は著昔名でアルファベット順とし、下記の形式に従い記載

する。

雑il雄の場合：藩春名，年，表題：副題，雑雄名．巻号：ページ．

単行本の塒合：著者名，年，表題爪!；名（編者粕)，ページ数，発行所，発行地．

⑧図・表は原稿本文とは別に１枚ずつ作成し、図はそのまま写真製版して印刷で

きるように明瞭にT1Fく。図中の文字は指定の大きさに縮'１､しても明瞭に判読でき

るよう配慮してi導く。図の説ⅢIは図とは別に原稿用紙に書き、本文の余白におよ

その挿入位悩と大きさを指定する。

稿：元原稿１部とコピー２部の計３部および原稿送I)状（学会誌巻末）を網築委員会

'１１務局へ提１１Ｉする。併せて、原稿の地子ファイル（テキスト、ＭＳＷＯＲＤ、又は

一太郎のファイルのいずれか）も送付する。

正：将者校正は初校のみとし、再校以降は縞染委員会の資任において行う。

刷：潴者が別刷を必要とする場合は、初校時に申し出る。その実費は若者が負担する。

楡：掲載されたi鋳文等の著作椎は日本環境教育学会に属する。

５）投

６）枝

７）別

8）箸

９）原

作

原稿の返却：投柵原稿は原則として返却しない。ただし、申し出があれば図・写真に限り返却

する。

記)1997年7)１５日･1999年９月１１日･2004年10月3日･2006年７月8日改訂(付

縞染委11会事務局

〒184-8501束京１１Ｍ､金｣|:市日[井北町4-1-ｌ東京学芸大学牧育学部環境教育実践施設

樋口利彦気付

Ｈ本環境教7r学会紐集委員会

ＴＥＬ＆FAXO42-329-7667hilFuchi＠u-gakugei､ac･jｐ
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